
町会・自治会の皆さんへ
デジタル活用講座へ参加してみませんか

X（旧Twitter）やInstagramの活用方法、LINEでの連絡方法など、

SNSの使い方をはじめ、令和５年度から実施しているデジタル回覧板の活用方法

を含め、わかりやすくお伝えし、講座内で実際に体験していただきます。

スマホやタブレットをご持参できない場合は、事前にご
相談ください。講座中に限り、端末の貸し出しをいたし
ます。

お知らせ

日程 時間 内容

第１回 ６月３日（月） 午後２時～４時 スマホ／タブレットの基本

第２回 ６月１１日（火） 午前１０時～１２時 デジタル回覧板の基本、活用方法

第３回 ６月１９日（水） 午後２時～４時 LINEの基本、活用方法

第４回 ６月２５日（火） 午前１０時～１２時
X（旧Twitter）、Instagarmの基本、活用
方法

第５回 ７月２日（火） 午後２時～４時 ホームページの基本、活用事例の紹介

第６回 ７月１０日（水） 午前１０時～１２時 各回の振り返りや質疑応答

問合せ
港区 産業・地域振興支援部 地域振興課 区民協働・町会自治会支援担当

03-3578-2197電話 03-3438-8252FAX minato03@city.minato.tokyo.jpメール

募集対象
町会・自治会で
• 主に広報を担当している方

• デジタル化に興味のある方

場所
芝浦区民協働スペース
所在地：芝浦1-16-1 みなとパーク
芝浦1階

定員 １０団体程度
持参する
もの スマホやタブレット

申込方法

港区 産業・地域振興支援部 地域振興課 に電話、FAXまたはメールで
お申し込みください。
FAXの場合は、同封の申し込み用紙にご記入ください。
メールの場合は、必要事項を記載の上、送信ください。

町会・自治会まるごとデジタル支援

講座内容/日程 ※興味のある回のみの参加も可能です。

町会・自治会内の連絡手段やイベント内容の発信などを
学べるデジタル活用講座への参加団体を募集します。



03-3578-2197 03-3438-8252

minato03@city.minato.tokyo.jp

03-3578-2197



令和5年度 港区

町会・自治会まるごとデジタル支援事業

～ モデル町会伴走支援 ～



■ 支援内容

令和5年度 町会・自治会まるごとデジタル支援事業

実施の流れ

リッチメニューとは?
LINEのトーク画面下部に固定で

表示されるメニュー機能。

リッチメニューをデザインし、
町会のLINE公式アカウントへ反映。

アクセス
・問い合わせフォームと連携
・町会のホームページと連携
・町会のFacebookと連携
・町会のInstagramと連携

白金三光第五町会の
LINE公式アカウントです。

QRからお友達登録後、
リッチメニューを確認できます。

リッチメニュー 変更後

～

■ 成果

LINEリッチメニュー編集支援
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リッチメニュー 変更前

■ 実施概要

LINEリッチメニュー編集支援

LINEリッチメニュー 勉強会
実施場所：白金台区民協働スペース

STEP １

他SNSとの連携、町会情報、友達数が少ない状況。

LINEに関する課題をヒアリング 08/08

STEP 2

LINEリッチメニュー機能で情報量を増やすことに決定。

課題に対する解決策を検討 08/28

STEP 3

編集方法を習得する為、勉強会を開催。

勉強会の開催 10/04

STEP 4

担当者でリッチメニューを新たに設計/変更し公開。

LINEリッチメニューの変更 10/16

～
～～

～ モデル町会伴走支援 ～

■ 技能の獲得
町会のLINE公式アカウントへQR画像を埋
め込み活用するアイデアや、投稿フォームを
リンクすることで住民とのコミュニケーショ
ンが向上し、今後も要望に沿って運用する
ことができ、担当者独力でリッチメニューを
編集する技能を得ることができた。

■ 町会情報の集約
町会の他SNSをLINEリッチメニューに集
約することができ、町会の所有するSNS一
覧が分かりやすくなった。
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町会
担当者
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担当者
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町会
担当者

町会会員
・住民・他リッチメニューの課題

・他SNSと連携がない
・アイコンとリンク先の
イメージがしずらい

・リッチメニューを変更する
ことで情報量を増やす



■ 支援内容

令和5年度 町会・自治会まるごとデジタル支援事業

実施の流れ

～

■ 成果

ホームページ構成検討&作成
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■ 実施概要

ホームページの新規作成

ホームページ作成 勉強会
実施場所：白金台区民協働スペース

STEP １

ホームページの表示が単調で情報を探すことが難しい。

ホームページに関する課題をヒアリング 07/24

STEP 2

無料で利用できるGoogleサイトで作成することに決定。

課題に対する解決策を検討 08/22

STEP 3

構築検討～新規作成方法を習得する為、勉強会を開催。

勉強会の開催 10/31,11/13

STEP 4

担当者でホームページ内容を検討・作成し公開。

ホームページの公開 01/08

～
～～

既存のホームページ

作成したホームページ（スマホ版）

～ モデル町会伴走支援 ～

■ HPの効率化とアクセス向上の実現
ホームページの階層化や分類の見直しによ
り、町会の情報を体系的に整理し、町会情
報の見やすさが向上した。担当者は編集技
能を身につけ、将来の情報追加や更新も可
能になり、サイト管理の効率化が図れるよ
うになった。

■ 他SNSとの連携強化
ホームページにSNS情報を配置し、町会
SNSで情報発信を強化。会員とのコミュニ
ケーションが円滑になり、反響と参加意欲
が増加。オンラインでの町会の存在感が高
まり、会員との結びつきを強化した。
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ホームページの課題
・トップページが文字のみで
単調
・欲しい情報が探しづらい

・構成検討からサンプルを
参考にサイトを作成



■ 支援内容

令和5年度 町会・自治会まるごとデジタル支援事業

実施の流れ

～

■ 成果

デジタル回覧板アプリの投稿
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■ 実施概要

勉強会の受講と投稿体験

デジタル回覧板アプリ操作 勉強会
オンライン会議画面

STEP １

デジタル回覧板の利用方法の理解を深めたい。

アプリに関する課題をヒアリング 11/28

STEP 2

オンライン勉強会を開催し、アプリ操作・投稿を体験。

デジタル回覧板勉強会の開催 01/16

アプリ操作の課題
・説明会には参加したが
具体的に知りたい。
・操作について学びたい。

・試験用アカウントを使い
投稿体験する勉強会を開催。

Android
はこちら→

※回覧板アプリは以下のQRを読み取りダウンロードしてください。

IOS
はこちら→

※町会用アカウントについては
各総合支所協働推進課職員へ
 お問い合わせ下さい。

～ モデル町会伴走支援 ～
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投稿/閲覧の流れ

■ 技能の獲得
デジタル回覧板で情報交換を効率化し、住
民間のコミュニケーションが活性化するこ
とが想起でき、操作方法もより理解が深
まった。

■ 導入検討とコストの削減(効果)
港区でのデジタル回覧板導入により、住民
はデータで地域情報を入手し、地域コミュ
ニティの連携強化と情報共有が促進され、
透明性と安全性が向上する。また、利用に
あたって個人情報を扱わない為、個人情報
保護の観点からも安心して使うことができ
る。
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報告書作成の流れ

■ 支援内容

令和5年度 町会・自治会まるごとデジタル支援事業

■ 技能の獲得
GooｇleフォームとＧｏｏｇｌｅスプレッドシー
トの連携や、操作方法を習得することがで
き、パトロール担当と報告者の時間や労力
を節約することができた。

■ データの収集と保管
報告書に必要な情報を集約でき、入力内容
がスプレッドシートに記録される為、データ
の管理や保管が容易になる。
防犯部長を主とした役員間での情報共有
ができた。

■ 成果

Googleアプリ活用
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■ 実施概要

報告書の作成をデータ化

Google活用防犯パトロール報告 勉強会
実施場所：白金台区民協働スペース

Googleスプレッドシート（イメージ）

報告書作成後、所轄の消防署へ提出

実施の流れ

～

STEP １

パトロール状況を個別で確認し手作業で報告書を作成。

防犯パトロールの課題をヒアリング 08/28

STEP 2

Googleﾌｫｰﾑ/ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄで報告書作成管理をデータ化。

課題に対する解決策を検討 09/11

STEP 3

作成方法の技能を獲得する為に、勉強会を開催。
 担当者で勉強会サンプルから報告書を自動で作成。

勉強会の開催

～

01/29

Googleフォーム（イメージ）

～ モデル町会伴走支援 ～

報告書作成の課題
・パトロール後、担当と個別
に連絡を取り状況を確認
・報告書を手作業で作成

・Googleフォームと
スプレッドシートを使って
報告書の作成をデータ化。



■ 支援内容

令和5年度 町会・自治会まるごとデジタル支援事業

■ 成果

Googleアプリ,区の会計表活用
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■ 実施概要

決算書の作成をデータ化

Google活用立替申請 勉強会
実施場所：白金台区民協働スペース

Googleスプレッドシート（イメージ）

実施の流れ

～

STEP １

会計担当手入力での町会費用集計と決算書作成。

立替申請に関する課題をヒアリング 08/28

STEP 2

Googleフォーム、Googleスプレッドシートと
 港区デジタル会計表を使い決算書作成を自動化。

課題に対する解決策を検討 １０/16

STEP 3

作成方法の技能を獲得する為に、勉強会を開催。
 担当者で勉強会サンプルから決算書を自動で作成。

勉強会の開催

～

01/29

Googleフォーム（イメージ）

港区 町会・自治会デジタル会計表は
←こちらのQRから

～ モデル町会伴走支援 ～

■ 技能の獲得
GooｇleフォームとＧｏｏｇｌｅスプレッドシー
トの連携や、操作方法を習得することがで
き、会計担当と立替申請者の時間や労力を
節約することができた。

■ データの収集と保管
報告書に必要な情報を集約でき、入力内容
がスプレッドシートに記録される為、証憑
データ（写真,PDF）をオンラインで確認で
き、データの管理や保管が容易になる。
会計担当を主とした役員間での情報共有
ができた。
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決算書作成の流れ
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会計担当

町会立替
申請者

町会
会計担当

決算書作成後、港区へ提出

決算書作成の課題
・町会費用集計と、期末の
決算書を手入力で作成

・Googleフォームと
スプレッドシート、および
港区のデジタル会計表を
使って決算書自動作成



説明会資料

■ 支援内容

令和5年度 町会・自治会まるごとデジタル支援事業
～ モデル町会伴走支援 ～

■ 成果

プロジェクト登録
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■ 実施概要

プロボノワーカーの募集

GRANT
地域の課題を解決する
「みなとパートナーズ」
ページはこのQRから→ ※プロボノワーカーとは？

社会貢献のために無償もしくは低額の報酬で活動する人々。

白金三光第五町会 情報 イベント登録 情報

実施の流れ

～

STEP １

GRANTの説明会へ参加し利用方法の理解を深める。

説明会への参加 11/18

STEP 2

「みなとパートナーズ」へ町会の団体登録をする。

「みなとパートナーズ」への団体登録 01/09

STEP 3

ホームページ運用支援、町会チラシ作成等の
プロボノワー カー（応募者）へ依頼をしたい内容を登録する。

「みなとパートナーズ」への募集登録

～

03/10

■ 技能の獲得
専門家の知識を共有されることで町会内
でのデジタルスキルが向上し、業務の効率
化と負担軽減が見込める。

■ デジタル人材不足の解消(効果)
時間と労力の節約が可能になり、運営担当
者の負担軽減につながる。

■ 多様性の向上（効果）
町会外からの人材参加により、新たなアイ
デアが生まれ、多様な視点を取り入れるこ
とで活動が活性化することが見込める。
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連絡受領後は、町会担当者と支援応募者との間で話し合い

両者間で支援内容の合意後、イベント、町会チラシ作成等の事業を推進

プロボノワーカー

GRANT利用の課題
・初めてのことなので、どう
登録すればいいか不安

・町会・自治会向け
GRANT説明会への参加
・プロジェクト登録時の
記載内容の作成支援



このたび白金三光第五町会様には、「町会・自治会まるごとデジタル支援事業」にモデル町会として
ご参加いただきました。ご協力いただきありがとうございました。

区では、町会・自治会のデジタル化を支援しており、デジタル化が活動の効率化や事務負担の軽減、
新たな会員の増加等をもたらし、地域課題の解決につながっていくことを目指しています。

来年度、区が行う「町会・自治会まるごとデジタル支援事業」では、スマホ・タブレットの操作方法から、
LINEやデジタル回覧板を中心に使い方をお伝えする講座を予定しております。また白金三光第五町
会様が活用されたものと同じシステムを使って、ホームページ作成講座も開催予定です。ぜひ皆さま
のご参加をお待ちしております。

～ 港区からのメッセージ ～

問い合わせ先：
所属課室：産業・地域振興支援部 地域振興課 区民協働・町会自治会支援担当
電話番号：03-3578-2557 

私たちの町会では、『誰もが住みやすく、地域に愛着と誇りを持
てる町・港区』という港区基本計画が目指す着地点“めざすまち
の姿”＝白金三光第五町会の実現に取り組んでいます。

今年度、その実現に向けデジタル回覧板やGRANT、SNSなど
の最先端のデジタル技術の活用と町内の掲示板やごみ拾いイベ
ントなどのリアルな交流の場による両輪でのアプローチをスター
トしました。

これらを通して、高齢者や子ども、障害者、外国人、性的マイノ
リティの方など、多様な住民との交流を大切にしつつ、デジタル
化を加速させ、持続的な町会運営を目指します。

未来へつなぐデジタル×リアル交流

町内防犯パトロール&ゴミ拾い 白金氷川神社 例大祭

副会長 能城さん

総務副部長 佐伯さん

令和5年度 町会・自治会まるごとデジタル支援事業
～ モデル町会伴走支援 ～
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～ 事業を振り返って ～ 白金三光第五町会






